
 

《付録》 
トランスクリプトで使用している記号一覧 
、   下降調イントネーションで、連続的であることを示す。 
。   下降調のイントネーションで、発言の区切りを示す。 
(.)   わずかな沈黙を示す。 
(秒数)  沈黙の秒数を示す。 
＝   行為や発話が続いていることを示す。 
((  ))   筆者の判断で意味を補った部分を示す。 
(   )  聞き取りが不可能または不確実な発言などは空白として括弧で囲まれる。長さに応

じて空白が大きくなる。 
[       発話の重なりを示す。 
゜゜  音が小さいことは、当該箇所が゜で囲まれることにより示される。 
↑   音調の極端な上がりが示される。 
＞＜  発話のスピードが目立って速くなる部分は、＞＜で囲まれる。 
：   直前の音の引きのばしを示す。  
ｈ   呼気音はｈで示される。ｈの数はそれぞれの音の相対的な長さに対応している。 
言(音)   笑いながら発話が産出されるとき、呼気を伴う音の後に(h)を挟むことで示される。 
？   語尾の音が上がっていることは疑問符で示される。 
     


